
東
海
村
税
条
例
の
一

東
海
村
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

部
を
改
正
す
る
条
例

請
願
第

請
願
第
2424
ー
１
号

ー
１
号

東
海
第
２
原
子
力
発
電

東
海
第
２
原
子
力
発
電

所
の
再
稼
動
を
認
め
ず
、

所
の
再
稼
動
を
認
め
ず
、

廃
炉
を
求
め
る
意
見
書

廃
炉
を
求
め
る
意
見
書

提
出
を
求
め
る
請
願
書

提
出
を
求
め
る
請
願
書

請
願
第

請
願
第
2424
ー
３
号

ー
３
号

日
本
原
子
力
発
電
東
海

日
本
原
子
力
発
電
東
海

第
２
原
発
の
再
稼
働
中

第
２
原
発
の
再
稼
働
中

止
を
求
め
る
意
見
書
採

止
を
求
め
る
意
見
書
採

択
に
つ
い
て
の
請
願
書

択
に
つ
い
て
の
請
願
書

請
願
第

請
願
第
2424
ー
５
号

ー
５
号

東
海
第
二
発
電
所
並
び

東
海
第
二
発
電
所
並
び

に
原
子
力
施
設
の
安
全

に
原
子
力
施
設
の
安
全

性
向
上
に
関
す
る
意
見

性
向
上
に
関
す
る
意
見

書
提
出
を
求
め
る
請
願

書
提
出
を
求
め
る
請
願

書書

請
願
第

請
願
第
2424
ー
４
号

ー
４
号

「
東
海
第
２
原
発
の
廃

「
東
海
第
２
原
発
の
廃

炉
を
求
め
る
意
見
書
」

炉
を
求
め
る
意
見
書
」

採
択
を
求
め
る
請
願
書

採
択
を
求
め
る
請
願
書

　

こ
の
請
願
を
貫
い
て
い

る
趣
旨
は
、
何
よ
り
も
福

島
原
発
事
故
が
も
た
ら
し

て
い
る
事
態
―
放
射
能
汚

染
と
放
射
線
被
ば
く
は
と

て
つ
も
な
い
影
響
を
人
間

と
社
会
に
与
え
る
と
い
う

こ
と
、
そ
し
て
時
日
が
た

つ
に
つ
れ
て
国
家
に
よ
る

「
棄
民
」
と
い
う
事
態
が

進
む
と
い
う
こ
と
―
に

し
っ
か
り
立
脚
し
、
東
海

第
二
原
発
で
も
起
こ
り
得

る
と
い
う
事
を
念
頭
に
そ

　

光
風
会

恵
利　

い
つ 

議
員

　

原
子
力
問
題
調
査
特
別

委
員
会
で
東
海
第
二
原
発

や
福
島
の
被
災
地
へ
出
向

く
な
ど
の
視
察
は
行
っ
て

お
ら
ず
調
査
が
不
十
分
。

意
見
を
ほ
と
ん
ど
述
べ
な

い
委
員
も
い
て
議
論
を
深

め
る
に
は
至
っ
て
い
な

い
と
考
え
る
。
ま
た
、

意
見
聴
取
会
、
公
募
等

に
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見

　

日
本
共
産
党

大
名
美
恵
子 

議
員

　

防
災
に
係
る
施
策
の
財

源
確
保
の
た
め
個
人
住
民

税
均
等
割
を
引
き
上
げ
る

反
対
討
論

反
対
討
論

請
願
に
賛
成

請
願
に
賛
成

請
願
に
賛
成

請
願
に
賛
成

請
願
に
反
対

請
願
に
反
対

請
願
に
賛
成

請
願
に
賛
成

　

日
本
共
産
党

大
名
美
恵
子 

議
員

　

生
命
を
生
み
、
育
て
、

守
る
こ
と
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

　

日
本
共
産
党

川
﨑　

篤
子 

議
員

　

本
請
願
の
趣
旨
に
そ
っ

　

日
本
共
産
党

た
充
分
な
審
査
を
行
う
べ

き
で
あ
り
、
採
決
の
時
期

に
達
し
て
い
な
い
と
判

断
す
る
。「
原
発
は
、
人

間
が
制
御
で
き
な
い
も

の
、
事
故
が
起
こ
れ
ば
生

存
権
、
幸
福
追
求
権
な
ど

の
基
本
的
人
権
が
侵
害
さ

れ
、罪
深
い
も
の
」
と
し
、

東
海
第
２
原
発
の
再
稼
働

を
認
め
な
い
よ
う
国
お
よ

び
県
へ
意
見
書
提
出
を
求

め
た
も
の
で
あ
り
、
委
員

長
報
告
に
反
対
し
、
請
願

（
１
，６
５
７
人
）の
約
３

分
の
２
が
再
稼
働
に
反
対

を
望
む
声
で
あ
っ
た
こ
と

等
を
勘
案
す
る
と
本
請
願

を
不
採
択
と
す
べ
き
で
は

な
い
と
考
え
る
。

　

日
本
共
産
党

大
名
美
恵
子 

議
員

　

原
発
の
過
酷
事
故
に
よ

り
、
多
く
の
人
が
苦
し
ん

で
い
る
今
、
国
民
に
と
り

「
安
全
な
原
発
」と
い
う
こ

と
は
通
用
し
な
い
。ま
た
、

震
度
６
弱
の
地
震
に
あ
っ

た
老
朽
化
し
た
東
海
第
２

原
発
の
再
稼
働
は
、
新
た

な
被
ば
く
者
を
つ
く
る
こ

と
に
つ
な
が
る
。
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
安
心

と
希
望
を
保
障
す
る
た
め

川
﨑　

篤
子 

議
員

　

本
請
願
は
、
福
島
原
発

事
故
に
よ
り
「
安
全
神

話
」
の
崩
壊
を
述
べ
つ
つ

も
「
原
発
は
最
も
有
効
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
源
」
と

し
て
い
る
。
東
海
村
は
危

機
一
髪
で
免
れ
た
か
ら
良

い
と
す
る
よ
う
な
考
え
に

留
ま
っ
て
い
な
い
か
。
安

全
・
安
心
の
原
発
は
あ
り

得
る
の
か
。
請
願
は
再
稼

働
が
前
提
で
あ
り
、
日
本

共
産
党
は
核
燃
料
サ
イ
ク

に
す
る
請
願
団
体
の
、
原

発
の
過
酷
事
故
を
繰
り
返

さ
せ
な
い
と
の
願
い
は
あ

ま
り
に
自
然
な
こ
と
。
審

査
し
た
原
特
委
は
、
独
自

性
の
発
揮
お
よ
び
原
発
立

地
自
治
体
の
議
会
と
し
て

周
辺
自
治
体
へ
の
影
響
を

考
慮
す
る
観
点
が
な
い
ま

ま
審
査
を
打
ち
切
っ
た
。

不
十
分
な
審
査
結
果
に
反

対
し
、請
願
に
賛
成
す
る
。

　

無
会
派

相
沢　

一
正 
議
員

の
再
稼
働
を
認
め
ず
廃
炉

を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。

再
稼
働
せ
ず
廃
炉
に
。
請

願
趣
旨
に
賛
成
し
不
十
分

な
審
査
結
果
に
反
対
。

「
改
正
」。
平
成
23
年
度
決

算
に
基
づ
く
対
象
者
は
約

１
８
，
０
０
０
人
、
年
間

約
９
０
０
万
円
の
徴
収
を

見
込
み
、
実
施
期
間
は
平

成
26
年
度
か
ら
10
年
間
と

さ
れ
る
。震
災
復
興
は「
復

興
税
」で
賄
う
べ
き
。「
復

興
財
源
」
と
い
う
の
な
ら

低
所
得
者
や
被
災
地
住
民

に
課
さ
な
い
応
能
負
担
に

す
べ
き
で
あ
る
。

に
賛
成
で
あ
る
。

ル
の
研
究
は
中
止
す
べ
き

と
す
る
立
場
か
ら
、
請
願

に
は
反
対
で
あ
る
。
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討


